
resonallCe Sまgnal‥の解析 を行 う｡

京大物性物晋研究グループの紹介

⑥ 特 に coberenceという点に着 冒して transverse opもlCalpump

lngの磯碍 をしらべ (RLVaponr)'

(･b opも1Caliy らⅩclもed stateの ESR (Cr- 勘 AC205. Nd5+
ミ _ __

(aWO4 etC)の検出を行 うo

ことであるO 今後 は レザーの構嶺的利用 をも試みたい O
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敦盛 1,助手 1,博士課程 1,修士課程 2で構成.長鎖状化 合物/nX線的研

究か ら,最近,着品性高分子の塑性.組織および誘電的性質を研究するグ)i/-

プと溶液 中におけ る鎖状分子の2次構造 をや っているグループがあるO的者 は

自由炭J)多い高分 子を自由慮 r/)少ない,結晶に して挑め るものであり,後者は,

統計殉方法 を庸いるものである O 現在,長鎖状化合物お よひナイロンそこつTt､て

誘 電,X線測定か ら,その構造,分子遅効,電気伝導 を明 らズ項=_して,結晶塵

高分子の分散項数,電気伝導 の足 がか りを求めているO また E, -溶液での平均双

極子能率 の測定を行 っている ｡ 将来,高分子単結晶を作製,し,その路子欠滴,

誘電的性質を明 らかにし, また,溶液での合成電解瞥高分子の_2_次補遺,分子

運動.溶媒効果等 を研究 して生物物埠への碁挺づけを行 いたい｡
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我々のグループでは各種 イオン結晶の光学的性質 を,局所的な電子状態 (負
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